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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空間化オーディオシステムであって
　聴取者の最新の頭部姿勢を検出するためのセンサと、
　第１の段階および第２の段階においてオーディオデータをレンダリングするためのプロ
セッサと
　を備え、
　前記第１の段階は、第１の複数のソースに対応する第１のオーディオデータを第２の複
数のソースに対応する第２のオーディオデータにレンダリングすることを含み、前記第１
の複数のソースのそれぞれは、第１の複数の位置のうちの１つを有し、前記第２の複数の
ソースのそれぞれは、第２の複数の位置のうちの１つを有し、
　前記第２の段階は、前記聴取者の前記検出された最新の頭部姿勢に基づいて、前記第２
の複数のソースに対応する前記第２のオーディオデータを第３の複数のソースに対応する
第３のオーディオデータにレンダリングすることを含み、前記第３の複数のソースのそれ
ぞれは、第３の複数の位置のうちの１つを有し、
　前記第２の複数のソースは、前記第１の複数のソースより少ないソースから成り、
　前記第１のオーディオデータを前記第２のオーディオデータにレンダリングすることは
、前記第１のオーディオデータをワーピングすることを含み、
　前記第２のオーディオデータを前記第３のオーディオデータにレンダリングすることは
、前記第２のオーディオデータをワーピングすることを含む、システム。
【請求項２】
　前記センサは、慣性測定ユニットである、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記第１の複数のソースは、仮想音源である、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記第２の複数のソースは、仮想音源である、請求項１に記載のシステム。
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【請求項５】
　前記センサは、前記第１の段階の後かつ前記第２の段階の前に、前記聴取者の前記最新
の頭部姿勢を検出する、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記センサは、前記第２の段階の直前に、前記聴取者の前記最新の頭部姿勢を検出する
、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記第３の複数のソースは、前記第２の複数のソースと等しい個数のソースまたは前記
第２の複数のソースより少ないソースから成る、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記第１のオーディオデータは、完全オーディオストリームデータセットである、請求
項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記第２の複数のソースは、８つまたはより少ないソースから成る、請求項１に記載の
システム。
【請求項１０】
　前記第１の複数のソースのそれぞれは、異なる位置／配向に対応する、請求項１に記載
のシステム。
【請求項１１】
　前記第２の複数のソースのそれぞれは、異なる位置／配向に対応する、請求項１に記載
のシステム。
【請求項１２】
　前記第３の複数のソースのそれぞれは、異なる位置／配向に対応する、請求項１に記載
のシステム。
【請求項１３】
　前記第２の複数の位置のそれぞれは、前記第１の複数の位置のそれぞれより前記聴取者
に近い、請求項１に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記第２の複数の位置は、単一平面内に位置しない、請求項１に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記第３の複数のソースに対応する複数のスピーカをさらに備え、前記複数のスピーカ
は、前記第３のオーディオデータに基づいて、音を生産する、請求項１に記載のシステム
。
【請求項１６】
　前記複数のスピーカのそれぞれは、前記第３の複数の位置のうちの個別の位置における
前記第３の複数のソースの個別のソースに対応する、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記第２の段階は、前記聴取者の前記検出された最新の頭部姿勢および前記第２の複数
のソースの個別の位置／配向に基づいて、前記第２の複数のソースに対応する前記第２の
オーディオデータを前記第３の複数のソースに対応する前記第３のオーディオデータにレ
ンダリングすることを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記第２の段階は、前記聴取者の平行移動より回転に敏感である、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項１９】
　前記第２の段階は、回転専用オーディオ変換である、請求項１に記載のシステム。
【請求項２０】
　空間化オーディオシステムであって、
　第１の時間における第１の頭部姿勢および第２の時間における聴取者の第２の頭部姿勢
を検出するためのセンサであって、前記第２の時間は、前記第１の時間の後である、セン
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サと、
　第１の段階および第２の段階においてオーディオデータをレンダリングするためのプロ
セッサと
　を備え、
　前記第１の段階は、前記聴取者の前記検出された第１の頭部姿勢に基づいて、第１の複
数のソースに対応する第１のオーディオデータを第２の複数のソースに対応する第２のオ
ーディオデータにレンダリングすることを含み、前記第１の複数のソースのそれぞれは、
第１の複数の位置のうちの１つを有し、前記第２の複数のソースのそれぞれは、第２の複
数の位置のうちの１つを有し、
　前記第２の段階は、前記聴取者の前記検出された第２の頭部姿勢に基づいて、前記第２
の複数のソースに対応する第２のオーディオデータを第３の複数のソースに対応する第３
のオーディオデータにレンダリングすることを含み、前記第３の複数のソースのそれぞれ
は、第３の複数の位置のうちの１つを有し、
　前記第２の複数のソースは、前記第１の複数のソースより少ないソースから成り、
　前記第１のオーディオデータを前記第２のオーディオデータにレンダリングすることは
、前記第１のオーディオデータをワーピングすることを含み、
　前記第２のオーディオデータを前記第３のオーディオデータにレンダリングすることは
、前記第２のオーディオデータをワーピングすることを含む、システム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　１つ以上の実施形態では、本方法はまた、聴取者の検出された第２の頭部姿勢および第
２の複数のソースの個別の位置／配向に基づいて、第２の複数のソースに対応する第２の
オーディオデータを第３の複数のソースに対応する第３のオーディオデータにレンダリン
グするステップを含む。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　空間化オーディオシステムであって
　聴取者の頭部姿勢を検出するためのセンサと、
　第１および第２の段階においてオーディオデータをレンダリングするためのプロセッサ
と
　を備え、
　前記第１の段階は、第１の複数のソースに対応する第１のオーディオデータを第２の複
数のソースに対応する第２のオーディオデータにレンダリングすることを含み、
　前記第２の段階は、前記聴取者の検出された頭部姿勢に基づいて、前記第２の複数のソ
ースに対応する第２のオーディオデータを第３の複数のソースに対応する第３のオーディ
オデータにレンダリングすることを含み、
　前記第２の複数のソースは、前記第１の複数のソースより少ないソースから成る、
システム。
（項目２）
　前記センサは、慣性測定ユニットである、項目１に記載のシステム。
（項目３）
　前記第１の複数のソースは、仮想音源である、項目１に記載のシステム。
（項目４）
　前記第２の複数のソースは、仮想音源である、項目１に記載のシステム。
（項目５）
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　前記センサは、前記第１の段階の後かつ前記第２の段階の前に、前記聴取者の頭部姿勢
を検出する、項目１に記載のシステム。
（項目６）
　前記センサは、前記第２の段階の直前に、前記聴取者の頭部姿勢を検出する、項目５に
記載のシステム。
（項目７）
　前記第３の複数のソースは、前記第２の複数のソースより少ないソースから成る、項目
１に記載のシステム。
（項目８）
　前記第３の複数のソースは、前記第２の複数のソースと等しい個数のソースから成る、
項目１に記載のシステム。
（項目９）
　前記第１のオーディオデータは、完全オーディオストリームデータセットである、項目
１に記載のシステム。
（項目１０）
　前記第２の複数のソースは、８つまたはより少ないソースから成る、項目１に記載のシ
ステム。
（項目１１）
　前記第１の複数のソースのそれぞれは、異なる位置／配向に対応する、項目１に記載の
システム。
（項目１２）
　前記第２の複数のソースのそれぞれは、異なる位置／配向に対応する、項目１に記載の
システム。
（項目１３）
　前記第３の複数のソースのそれぞれは、異なる位置／配向に対応する、項目１に記載の
システム。
（項目１４）
　前記第１の複数のソースは、第１の複数の位置に対応する、項目１に記載のシステム。
（項目１５）
　前記第２の複数のソースは、第２の複数の位置に対応し、
　前記第２の複数の位置のそれぞれは、前記第１の複数の位置のそれぞれより前記聴取者
に近い、
　項目１４に記載のシステム。
（項目１６）
　前記第２の複数のソースは、第２の複数の位置に対応し、
　前記第２の複数の位置は、単一平面内に位置しない、
　項目１記載のシステム。
（項目１７）
　前記第３の複数のソースに対応する複数のスピーカをさらに備え、前記複数のスピーカ
は、前記第３のオーディオデータに基づいて、音を生産する、項目１に記載のシステム。
（項目１８）
　前記第３の複数のソースのそれぞれは、異なる位置に対応し、
　前記複数のスピーカのそれぞれは、個別の異なる位置における前記第３の複数のソース
の個別のソースに対応する、
　項目１７に記載のシステム。
（項目１９）
　前記第２の段階は、前記聴取者の検出された頭部姿勢および前記第２の複数のソースの
個別の位置／配向に基づいて、前記第２の複数のソースに対応する第２のオーディオデー
タを前記第３の複数のソースに対応する第３のオーディオデータにレンダリングすること
を含む、項目１に記載のシステム。
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（項目２０）
　前記第２の段階は、前記聴取者の平行移動より回転に敏感である、項目１に記載のシス
テム。
（項目２１）
　前記第２の段階は、回転専用オーディオ変換である、項目１に記載のシステム。
（項目２２）
　空間化オーディオシステムであって、
　第１の時間における第１の頭部姿勢および第２の時間における聴取者の第２の頭部姿勢
を検出するためのセンサであって、前記第２の時間は、前記第１の時間の後である、セン
サと、
　第１および第２の段階においてオーディオデータをレンダリングするためのプロセッサ
と
　を備え、
　前記第１の段階は、前記聴取者の検出された第１の頭部姿勢に基づいて、第１の複数の
ソースに対応する第１のオーディオデータを第２の複数のソースに対応する第２のオーデ
ィオデータにレンダリングすることを含み、
　前記第２の段階は、前記聴取者の検出された第２の頭部姿勢に基づいて、前記第２の複
数のソースに対応する第２のオーディオデータを第３の複数のソースに対応する第３のオ
ーディオデータにレンダリングすることを含み、
　前記第２の複数のソースは、前記第１の複数のソースより少ないソースから成る、
システム。
（項目２３）
　前記センサは、慣性測定ユニットである、項目２２に記載のシステム。
（項目２４）
　前記第１の複数のソースは、仮想音源である、項目２２に記載のシステム。
（項目２５）
　前記第２の複数のソースは、仮想音源である、項目２２に記載のシステム。
（項目２６）
　前記センサは、前記第１の段階の前に、前記聴取者の第１の頭部姿勢を検出する、項目
２２に記載のシステム。
（項目２７）
　前記センサは、前記第１の段階の後かつ前記第２の段階の前に、前記聴取者の第２の頭
部姿勢を検出する、項目２２に記載のシステム。
（項目２８）
　前記センサは、前記第２の段階の直前に、前記聴取者の第２の頭部姿勢を検出する、項
目２２に記載のシステム。
（項目２９）
　前記第３の複数のソースは、前記第２の複数のソースより少ないソースから成る、項目
２２に記載のシステム。
（項目３０）
　前記第３の複数のソースは、前記第２の複数のソースと等しい個数のソースから成る、
項目２２に記載のシステム。
（項目３１）
　前記第１のオーディオデータは、完全オーディオストリームデータセットである、項目
２２に記載のシステム。
（項目３２）
　前記第２の複数のソースは、８つまたはより少ないソースから成る、項目２２に記載の
システム。
（項目３３）
　前記第１の複数のソースのそれぞれは、異なる位置／配向に対応する、項目２２に記載
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のシステム。
（項目３４）
　前記第２の複数のソースのそれぞれは、異なる位置／配向に対応する、項目２２に記載
のシステム。
（項目３５）
　前記第３の複数のソースのそれぞれは、異なる位置／配向に対応する、項目２２に記載
のシステム。
（項目３６）
　前記第１の複数のソースは、第１の複数の位置に対応する、項目２２に記載のシステム
。
（項目３７）
　前記第２の複数のソースは、第２の複数の位置に対応し、
　前記第２の複数の位置のそれぞれは、前記第１の複数の位置のそれぞれより前記聴取者
に近い、
　項目３６に記載のシステム。
（項目３８）
　前記第２の複数のソースは、第２の複数の位置に対応し、
　前記第２の複数の位置は、単一平面内に位置しない、
　項目２２に記載のシステム。
（項目３９）
　前記第３の複数のソースに対応する複数のスピーカをさらに備え、前記複数のスピーカ
は、前記第３のオーディオデータに基づいて、音を生産する、項目２２に記載のシステム
。
（項目４０）
　前記第３の複数のソースのそれぞれは、異なる位置に対応し、
　前記複数のスピーカのそれぞれは、個別の異なる位置における前記第３の複数のソース
の個別のソースに対応する、
　項目３９に記載のシステム。
（項目４１）
　前記第２の段階は、前記聴取者の検出された第２の頭部姿勢および前記第２の複数のソ
ースの個別の位置／配向に基づいて、前記第２の複数のソースに対応する第２のオーディ
オデータを前記第３の複数のソースに対応する第３のオーディオデータにレンダリングす
ることを含む、項目２２に記載のシステム。
（項目４２）
　前記第２の段階は、前記聴取者の平行移動より回転に敏感である、項目２２に記載のシ
ステム。
（項目４３）
　前記第２の段階は、回転専用オーディオ変換である、項目２２に記載のシステム。
（項目４４）
　空間化オーディオをレンダリングする方法であって、
　第１の複数のソースに対応する第１のオーディオデータを第２の複数のソースに対応す
る第２のオーディオデータにレンダリングすることと、
　聴取者の頭部姿勢を検出することと、
　前記聴取者の検出された頭部姿勢に基づいて、前記第２の複数のソースに対応する第２
のオーディオデータを第３の複数のソースに対応する第３のオーディオデータにレンダリ
ングすることと
　を含み、
　前記第２の複数のソースは、前記第１の複数のソースより少ないソースから成る、方法
。
（項目４５）
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　前記第１の複数のソースは、仮想音源である、項目４４に記載の方法。
（項目４６）
　前記第２の複数のソースは、仮想音源である、項目４４に記載の方法。
（項目４７）
　前記第１のオーディオデータをレンダリングした後かつ前記第２のオーディオデータを
レンダリングする前に、前記聴取者の頭部姿勢を検出することをさらに含む、項目４４に
記載の方法。
（項目４８）
　前記第２のオーディオデータをレンダリングする直前に、前記聴取者の頭部姿勢を検出
することをさらに含む、項目４４に記載の方法。
（項目４９）
　前記第３の複数のソースは、前記第２の複数のソースより少ないソースから成る、項目
４４に記載の方法。
（項目５０）
　前記第３の複数のソースは、前記第２の複数のソースと等しい個数のソースから成る、
項目４４に記載の方法。
（項目５１）
　前記第１のオーディオデータは、完全オーディオストリームデータセットである、項目
４４に記載の方法。
（項目５２）
　前記第２の複数のソースは、８つまたはより少ないソースから成る、項目４４に記載の
方法。
（項目５３）
　前記第１の複数のソースのそれぞれは、異なる位置／配向に対応する、項目４４に記載
の方法。
（項目５４）
　前記第２の複数のソースのそれぞれは、異なる位置／配向に対応する、項目４４に記載
の方法。
（項目５５）
　前記第３の複数のソースのそれぞれは、異なる位置／配向に対応する、項目４４に記載
の方法。
（項目５６）
　前記第１の複数のソースは、第１の複数の位置に対応する、項目４４に記載の方法。
（項目５７）
　前記第２の複数のソースは、第２の複数の位置に対応し、
　前記第２の複数の位置のそれぞれは、前記第１の複数の位置のそれぞれより前記聴取者
に近い、
　項目５６に記載の方法。
（項目５８）
　前記第２の複数のソースは、第２の複数の位置に対応し、
　前記第２の複数の位置は、単一平面内に位置しない、
　項目４４に記載の方法。
（項目５９）
　前記第３のオーディオデータに基づいて、前記第３の複数のソースに対応する複数のス
ピーカを通して音を生産することをさらに含む、項目４４に記載の方法。
（項目６０）
　前記第３の複数のソースのそれぞれは、異なる位置に対応し、
　前記複数のスピーカのそれぞれは、個別の異なる位置における前記第３の複数のソース
の個別のソースに対応する、
　項目５９に記載の方法。
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（項目６１）
　前記聴取者の検出された頭部姿勢および前記第２の複数のソースの個別の位置／配向に
基づいて、前記第２の複数のソースに対応する第２のオーディオデータを前記第３の複数
のソースに対応する第３のオーディオデータにレンダリングすることをさらに含む、項目
４４に記載の方法。
（項目６２）
　前記第２の複数のソースに対応する第２のオーディオデータを前記第３の複数のソース
に対応する第３のオーディオデータにレンダリングすることは、前記聴取者の平行移動よ
り回転に敏感である、項目４４に記載の方法。
（項目６３）
　前記第２の複数のソースに対応する第２のオーディオデータを前記第３の複数のソース
に対応する第３のオーディオデータにレンダリングすることは、回転専用オーディオ変換
である、項目４４に記載の方法。
（項目６４）
　空間化オーディオをレンダリングする方法であって、
　聴取者の第１の頭部姿勢を検出することと、
　前記聴取者の検出された第１の頭部姿勢に基づいて、第１の複数のソースに対応する第
１のオーディオデータを第２の複数のソースに対応する第２のオーディオデータにレンダ
リングすることと、
　前記聴取者の第２の頭部姿勢を検出することと、
　前記聴取者の検出された第２の頭部姿勢に基づいて、前記第２の複数のソースに対応す
る第２のオーディオデータを第３の複数のソースに対応する第３のオーディオデータにレ
ンダリングすることと
　を含み、前記第２の複数のソースは、前記第１の複数のソースより少ないソースから成
る、方法。
（項目６５）
　前記第１の複数のソースは、仮想音源である、項目６４に記載の方法。
（項目６６）
　前記第２の複数のソースは、仮想音源である、項目６４に記載の方法。
（項目６７）
　前記第１のオーディオデータをレンダリングする前に、前記聴取者の第１の頭部姿勢を
検出することをさらに含む、項目６４に記載の方法。
（項目６８）
　前記第１のオーディオデータをレンダリングした後かつ前記第２のオーディオデータを
レンダリングする前に、前記聴取者の第２の頭部姿勢を検出することをさらに含む、項目
６４に記載の方法。
（項目６９）
　前記第２のオーディオデータをレンダリングする直前に、前記聴取者の第２の頭部姿勢
を検出することをさらに含む、項目６４に記載の方法。
（項目７０）
　前記第３の複数のソースは、前記第２の複数のソースより少ないソースから成る、項目
６４に記載の方法。
（項目７１）
　前記第３の複数のソースは、前記第２の複数のソースと等しい個数のソースから成る、
項目６４に記載の方法。
（項目７２）
　前記第１のオーディオデータは、完全オーディオストリームデータセットである、項目
６４に記載の方法。
（項目７３）
　前記第２の複数のソースは、８つまたはより少ないソースから成る、項目６４に記載の
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方法。
（項目７４）
　前記第１の複数のソースのそれぞれは、異なる位置／配向に対応する、項目６４に記載
の方法。
（項目７５）
　前記第２の複数のソースのそれぞれは、異なる位置／配向に対応する、項目６４に記載
の方法。
（項目７６）
　前記第３の複数のソースのそれぞれは、異なる位置／配向に対応する、項目６４に記載
の方法。
（項目７７）
　前記第１の複数のソースは、第１の複数の位置に対応する、項目６４に記載の方法。
（項目７８）
　前記第２の複数のソースは、第２の複数の位置に対応し、
　前記第２の複数の位置のそれぞれは、前記第１の複数の位置のそれぞれより前記聴取者
に近い、
　項目７７に記載の方法。
（項目７９）
　前記第２の複数のソースは、第２の複数の位置に対応し、
　前記第２の複数の位置は、単一平面内に位置しない、
　項目６４に記載の方法。
（項目８０）
　前記第３のオーディオデータに基づいて、前記第３の複数のソースに対応する複数のス
ピーカを通して音を生産することをさらに含む、項目６４に記載の方法。
（項目８１）
　前記第３の複数のソースのそれぞれは、異なる位置に対応し、
　前記複数のスピーカのそれぞれは、個別の異なる位置における前記第３の複数のソース
の個別のソースに対応する、
　項目８０に記載の方法。
（項目８２）
　前記聴取者の検出された第２の頭部姿勢および前記第２の複数のソースの個別の位置／
配向に基づいて、前記第２の複数のソースに対応する第２のオーディオデータを前記第３
の複数のソースに対応する第３のオーディオデータにレンダリングすることをさらに含む
、項目６４に記載の方法。
（項目８３）
　前記第２の複数のソースに対応する第２のオーディオデータを前記第３の複数のソース
に対応する第３のオーディオデータにレンダリングすることは、前記聴取者の平行移動よ
り回転に敏感である、項目６４に記載の方法。
（項目８４）
　前記第２の複数のソースに対応する第２のオーディオデータを前記第３の複数のソース
に対応する第３のオーディオデータにレンダリングすることは、回転専用オーディオ変換
である、項目６４に記載の方法。
（項目８５）
　非一過性コンピュータ可読媒体内に具現化されるコンピュータプログラム製品であって
、前記コンピュータ可読媒体は、その上に記憶される命令のシーケンスを有し、前記命令
のシーケンスは、プロセッサによって実行されると、前記プロセッサに、空間化オーディ
オをレンダリングするための方法を実行させ、前記方法は、
　第１の複数のソースに対応する第１のオーディオデータを第２の複数のソースに対応す
る第２のオーディオデータにレンダリングすることと、
　聴取者の頭部姿勢を検出することと、
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　前記聴取者の検出された頭部姿勢に基づいて、前記第２の複数のソースに対応する第２
のオーディオデータを第３の複数のソースに対応する第３のオーディオデータにレンダリ
ングすることと
　を含み、前記第２の複数のソースは、前記第１の複数のソースより少ないソースから成
る、
　コンピュータプログラム製品。
（項目８６）
　非一過性コンピュータ可読媒体内に具現化されるコンピュータプログラム製品であって
、前記コンピュータ可読媒体は、その上に記憶される命令のシーケンスを有し、前記命令
のシーケンスは、プロセッサによって実行されると、前記プロセッサに、空間化オーディ
オをレンダリングするための方法を実行させ、前記方法は、
　聴取者の第１の頭部姿勢を検出することと、
　前記聴取者の検出された第１の頭部姿勢に基づいて、第１の複数のソースに対応する第
１のオーディオデータを第２の複数のソースに対応する第２のオーディオデータにレンダ
リングすることと、
　前記聴取者の第２の頭部姿勢を検出することと、
　前記聴取者の検出された第２の頭部姿勢に基づいて、前記第２の複数のソースに対応す
る第２のオーディオデータを第３の複数のソースに対応する第３のオーディオデータにレ
ンダリングすることと
　を含み、前記第２の複数のソースは、前記第１の複数のソースより少ないソースから成
る、
　コンピュータプログラム製品。
（項目８７）
　前記第２の複数のソースのそれぞれは、前記聴取者の頭部から約６インチ～約１２イン
チに位置する、項目１に記載のシステム。
（項目８８）
　前記第２の複数のソースのそれぞれは、前記聴取者の頭部から約６インチ～約１２イン
チに位置する、項目２２に記載のシステム。
（項目８９）
　前記第２の複数のソースのそれぞれは、前記聴取者の頭部から約６インチ～約１２イン
チに位置する、項目４４に記載の方法。
（項目９０）
　前記第２の複数のソースのそれぞれは、前記聴取者の頭部から約６インチ～約１２イン
チに位置する、項目６４に記載の方法。


	header
	written-amendment

